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【３位・宇都宮大学～人生の「終章学」普及】
宇都宮大学は全国共通課題の高齢化社会を見据

えた地域貢献活動に力を傾けている。文科省から

採択されたCOC事業を巡っても、いかにして豊

かに暮らすかを考える「終章学」の普及と人材育

成を通して、高齢者が暮らしやすい地域作りを目

指す。テーマは「高齢者との共生に強い社会人に

なる」だ。15年度から全学部の１年生の必修科目

として「とちぎ終章学総論」を開講する。先行し

て14年10月から、高齢化に伴う課題の解決を担

う地域人材を育成する「終章コミュニティーワー

カー」の養成講座も始まった。地域住民が学生と

ともに終章学を学び、120時間のプログラム履修

などを経て、大学が独自に履修証明書も出す。17

年度までに40人の養成を目指す。
国立大学では初めて、地域住民ら向け生涯学習

の専門のセンターを設置した宇都宮大。13年４月

に大学と地域を結ぶ拠点として「地域連携教育研

究センター」を設け、さらに同年12月にセンター

内に「とちぎ終章学センター」も開設した。

終章学は高齢者に優しい人材の育成だけを目的

にしているわけではない。進村武男学長は「イノ

ベーションは案外足元にあるのではないか。高齢

者の中には様々な経験を蓄積する人材も多く、学

生の発想とベテランの経験との交流から、使いや

すさや人の心を癒やす新たな価値が生まれること

を期待している」と強調する。学長がこう話すの

は「大学が関与して生まれる製品と売れる商品に

は隔たりがある」との反省もあるからだ。
国際化を意識した取り組みも進める。大きな柱

は２つで、１つ目は地域の外国人の児童生徒らへ

の支援で、10年度から学生が通訳ボランティアを

担う形で外国人を対象にした多言語による高校へ

の進学ガイダンスなどを開く。もう１つは地元特

産イチゴの国内外での展開だ。表紙で紹介した新

技術で、実を傷めない収穫から包装・流通までの

技術を開発し、国際ブランドの展開を目指す。

「行政や産業界と連携した終章学の展開で、他地

域のお手本となる栃木モデルを構築する」（進村

学長）が目標だ。


